
【目的】
本研究の目的は、生活習慣病の患者を対象として、診療所の継続受診先選択の意思決定要因を明らかに

し、疾患別にその特徴を捉えることである。本研究の特徴は、患者を思考スタイルによる熟考型思考と直
観型思考の二系統群に分類し、患者の情報処理の個人特性を検討する点にある。これは、患者と疾患の関
係を情報処理の視点で理解し、情報提供や訴求方法を検討する新しい試みである。

【方法】
診療所に通院する生活習慣病患者650名を対象とし，アンケート調査を実施した。対象疾患は、①循環

器疾患（高血圧症、心疾患）②内分泌代謝疾患（糖尿病、高脂血症）③脳血管疾患（脳梗塞、脳出血、く
も膜下出血）④整形外科疾患（関節リウマチ、慢性腰痛）であった。分析手法は，ロジスティック回帰分
析およびカイ二乗検定を行った。

【結果】
生活習慣病患者による継続受診の要因は、初回受診先選択時の「身近な人の評判」、継続受診先選択時

の「医師との良好な関係」であった。一方、初回受診先選択時に「治療に適した条件」で選ぶと、継続受
診が行われないことが明らかになった。また、継続受診先選択は、疾患により要因が異なっていた。例え
ば、循環器疾患、内分泌代謝疾患、整形外科疾患は「医師との良好な関係」が要因であった。脳血管疾患
は初回受診先選択での「身近な人の評判が」継続的に受診先を選択する要因であった。さらに、男性は熟
考型思考の傾向が高く、女性は直観型思考が多い傾向にあった。また、循環器疾患患者は熟考型思考の傾
向が認められ、整形外科疾患は直観型思考が認められた。
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